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森ビル株式会社が運営する社会人向け教育機関「アカデミーヒルズ」（理事長 竹中 平蔵）は、7月1日（木）
平河町森タワー（東京都千代田区平河町）に個人で活動するビジネスパーソンが快適に働く場として
「アカデミーヒルズ 平河町ライブラリー」を開設します。

アカデミーヒルズは、六本木ヒルズ森タワー49階でビジネスパーソンを中心に3200名の会員を有する
「六本木ライブラリー」を運営し、自分の時間を持つための「サードプレイス」と会員同士の交流の場を提供
することで、ご好評をいただいています。このたび、六本木に続く2つ目の施設として誕生する「平河町
ライブラリー」は、東京メトロ永田町駅徒歩１分という抜群の好立地に位置し、クラウドコンピューティン
グの時代に、企業や組織への所属の有無に関わらず、都市を舞台に活躍する「個人」が快適に働くた
めの拠点となることを目指し、ビジネスに必要な４つの機能を整備しました。

【アカデミーヒルズ 平河町ライブラリーの特徴】
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クラウド時代に活躍する「個人」の働くシーンに合わせた4つの機能
「集中」「リラックス」「個人」「協働」に合わせた施設を用意

永田町駅徒歩一分、日本の中枢に位置する「平河町」に拠点を持つ利便性

メンバーシップ制ならではの限定された環境における｢交流力｣

「書籍」｢メンバーイベント｣が旬の情報や知識との出会いをサポート

約１００ｍの高さから東京を見晴らす屋上の「ルーフガーデン」「足湯」や
「アディダス ランベース」も利用可能、アクティブな「オフ」の時間もサポート

日本の中枢機能が集まる千代田区 平河町に
7月1日　アカデミーヒルズ 平河町ライブラリー開設
～クラウド時代の「個人」に新しいワークスタイルを提案～

6月22日（火）14：00～16：00でプレスの方向けの内覧会を開催いたします。
詳細は別途ご案内いたします。



働くシーンに合わせて選べる4つの機能を整備
企業では当たり前に用意される、目的にあわせた様々な形態のワークスペース。クラウドコンピューティング
の利用で、企業や組織への所属の有無に関わらず、誰もが「個人」として活動することができる時代になりま
したが、必ずしも仕事のシーンに合わせた施設を利用できる環境ではありません。そこで、平河町ライブラリー
では、個人で働くビジネスパーソンにも、「集中」「リラックス」「個人」「協働」の4つの要素に注目し、
シーンにあわせて必要な機能と快適に働ける環境を提供いたします。

永田町駅徒歩一分、日本の中枢「平河町」に拠点を持つ
千代田区平河町は皇居や国会議事堂、最高裁判所など日本の中枢機能が集まり、歴史を動かしてきたま
さに日本の中枢。地下鉄5路線の駅（永田町駅・赤坂見附駅）に近接する交通の要となる立地です。様々な
拠点を自由に移動しながら活動するビジネスパーソンにとって、利便性が高く、タイムリッチな働き方の
実現が可能です。

リラックス

集  中
本格的プレゼン、ブレストが可能
ミーティングルーム

完全予約制のワークデスク
キャレル

場を共有し、アイディアを交わす
ラウンジ

落ち着いて旬の知識に向き合う
リーディング・スペース

協  働 個  人



メンバーシップ制ならではの限定された環境における｢交流力｣
企業や組織への所属の有無を問わず、「自律的に自立する個人」が場を共有し、メンバー限定のイベント
での交流を通じ、より強いネットワークを築く機会をご用意。互いに知識や情報を交換する土壌が出来るこ
とで、日々新しいモノを生み出すクリエイティブな場となります。
※平河町ライブラリー利用者像については、添付資料2をご覧ください。

「書籍」｢イベント｣が旬の情報や教養との出会いをサポート
「個人」として働くビジネスパーソンが求める、いつの時代も変わらない上質なテキストを、3つのキーワード
で選書し、コレクションしました。

開館後も年間約1000冊の新刊本を随時配架し、「旬」が見える書棚や、英字紙を含む新聞、ビジネスか
らライフスタイルまで幅広いジャンルの和洋雑誌も取り揃えます。
また、六本木ライブラリーで年間約60回開催するメンバー限定のトークイベントや、メンバーを中心に
活動中のサークルにも参加可能。常に新しい情報と出会うきっかけを提供します。

屋上ルーフガーデンの「足湯」や皇居でのランニングで心身のリラックス
眼の前に広がる皇居の緑や国会議事堂、東京タワーに代表される首都東京の街並みから、遠くは富士山
まで見渡す絶景を誇る平河町森タワーの屋上には、ルーフガーデンがあります。オープンエアの空間はコ
ミュニケーションの場としてお使いいただける上、オフィスビル屋上では日本初となる足湯設備が、仕事
の合間の安らぎや憩いの空間を提供します。
また、ランナーの聖地、皇居に至近のビル１階には専用施設「adidas RUNBASE(アディダスランベース)」
があり、豊かなランニングライフを手軽に楽しむことも可能。ライブラリーを併用することで、アクティブで効
率的な「オン」と積極的にリラックスする「オフ」を両立させる都心の拠点をご堪能いただけます。

1. Creative Minds　（創造性）　
本質を追及し、自分らしい生き方をする「しなやか」な心を刺激する本

2. Contemporary Books　（現代）
時代を経ても読み継がれるであろう「今の時代を伝える」本

3. Classics　（古典）
哲学、歴史、伝記など、「豊かな時間をもたらす、いつか読みたい憧れ」の古典

ルーフガーデン全景 アディダスランベース入口

眺望を楽しめる足湯設備



森ビル株式会社　アカデミーヒルズ　深町 友子  　　　　03-6406-6649　 　　　03-6406-9350
　　　 東京都港区六本木6丁目10番1号　六本木ヒルズ森タワー49階　　　   fukamachi@mori.co.jp

アカデミーヒルズ　六本木ライブラリー　　http://www.academyhills.com

組織や会社を離れて活動する「自律的に自立する個人」の支援をコンセプトに、六本木ヒルズ森タワー49階で会員制ライブラリー
やビジネスパーソンを対象としたスクールを運営。月額9450円で朝7時から24時まで利用できる六本木ライブラリーには、現在3200名
の会員がおり、無線LANが使えるワークスペースや眺望が魅力のライブラリーカフェなど、ご好評をいただいています。13000冊の
蔵書はビジネス書の新刊本を中心に、ビジネスパーソンが必要な知識や今のトレンドが分かる書籍を選書し、配架しています。
何よりも、ここを拠点に活動するメンバーによるコミュニケーションが六本木ライブラリーの魅力です。メンバーのみが参加できるイベ
ントやサークル活動を核にして、会員制ならではのネットワークが構築されます。人が集まり、知性を磨き、交流し、つながることで、常に
新たな価値が創造される、ここはまさに「知の拠点」です。

アカデミーヒルズ　　http://www.academyhills.com

森ビルは「世界的文化都心の創造」をヴィジョンに、街づくりに「都市を創る（ハード面）」と「都市を育む（ソフト面）」の両面から取り組
んでいます。「都市を育む」取り組みの一つとして、森ビルが運営するアカデミーヒルズ（理事長　竹中平蔵　慶應義塾大学教授）は
“自律的に自立する個人の支援”をミッションに、「Roppongi BIZ」「アーテリジェントスクール」などを運営する「スクール事業」、会員
制図書館を運営する「ライブラリー事業」、貸しホール・貸会議室を運営する「フォーラム事業」の3つの機能を軸に、都市生活者に対
して「知的活動の場」と「教育の機会」を提供しております。

● 名　　称
● 会員種別
● 住　　所
● 料　　金
● 支払方法
● サービス

● 開館時間

● 会員資格
● 開 館 日
● アクセス

● お 申 込
※7月1日（木）受付開始

アカデミーヒルズ 平河町ライブラリー
bizメンバー
東京都千代田区平河町2丁目16番1号　平河町森タワー2階（678㎡/205坪）
月会費 ： 31,500円（税込）／事務手続料 ： 10,500円（税込）

クレジットカード
◆ 月に120ポイント交付

◆ bizメンバーのみを対象にした交流会、勉強会に参加可能
◆ 六本木ライブラリーにて開催されるメンバー限定イベント
   「ライブラリートーク」「メンバーズサロン」「メンバーズコミュニティ」に参加可能
◆ 平河町森タワー屋上のルーフガーデン、足湯などの施設を利用可能。
平日  8：00～23：00／休日  10：00～19：00

満20歳以上の個人の方
2010年7月1日(木)　
東京メトロ有楽町線／半蔵門線／南北線 「永田町」より徒歩１分（4番出口）
東京メトロ銀座線／丸ノ内線「赤坂見附」より徒歩６分（７番出口）

Webにて受付　http://www.academyhills.com/hirakawacho/　

住 所 E-mail

TEL FAX

【本件に関してのお問合せ先】

※完全予約制ワークデスクは30分2ポイント（30時間分／1時間1000円相当）
※ミーティングルーム（個室）はワークデスク予約の上、30分1ポイント
（ゲストとして3名同伴可能／1時間1500円相当）
※超過分は1ポイント250円で精算／余剰分は翌月まで繰越可能

※定休日 ： なし

アカデミーヒルズ 平河町ライブラリー　施設概要
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